
世界遺産協議会ニュース第４号発行日平成１４年１２月１０日

１  国文化財に指定・ユネスコ世界遺産センターに推薦へ
  １２月６日（金）に開催された国の文化審議会（会長：渡邊明義・独立行政法人文化財研究所理事長）でユ
ネスコの世界遺産暫定リストに記載されている「紀伊山地の霊場と参詣道」を世界遺産に推薦することが正式

に了承されました。これを受け政府は、世界遺産条約関係省庁連絡会議を開催し推薦を決定した後、来年の２

月１日までに外務省を通じて、ユネスコ世界遺産センターへ推薦書を提出する予定です。世界遺産への推薦が

正式に了承されたことで、平成１６年の世界遺産登録に向けて大きく前進したことになります。

　なお、三重県の世界遺産の資産については、１４年１１月１５日の文化審議会の答申により、世界遺産に関

係する熊野速玉大社境内の一部である御船島（紀宝町）と熊野参詣道（伊勢路など）の２件が新たに国史跡と

して指定されており、法的保護の条件は既に整っています。

　関係市町村も正式な推薦で期待を膨らませており、奈良県・和歌山県とともに、本県も市町村と連携して世

界遺産をいかした地域づくりに取り組んでいくこととしています。

２  熊野古道アクションプログラム作成ワークショップ
  熊野古道の保全の仕方や活用の方法について、基本方針と具体的な行動計画を明らかにするため「熊野古道
アクションプログラム」が、現在取りまとめられています。その作成にあたり、幅広い意見を取り入れようと、

民間・行政合わせて約 100人のメンバーで構成されたワークショップが、8月 22日から 10月 18日までに
計 4回開催されました。
　ワークショップではまず、熊野古道の抱える課題を各人が提起し、「守る」「使う」「学ぶ」「招く」の 4 つ
のカテゴリーに分類。課題事項に対してそのあるべき姿を討議したうえで具体的な対応策を話しあいました。

2回目からは、興味や実務上関係のある分野ごとに班編成をしたため、身近な話題から壮大な夢まで、参加者
の思いが熱く語られ、時間が足らない人もみえました

　また、10 月 18日に開催された第 4 回目には、岐阜県白川郷から「荻町自然環境を守る会」代表の三島俊
樹さんをお招きし、世界遺産登録後の地域の変化や発生した課題への対応策などの事例をお話いただきました。

　現在、県地域振興部内の事務局が、ワークショップでの意見を集約して、関係者や専門家の意見を伺う作業

が進められています。今後もワークショップを発展的に継続して、広く意見交換しながら、より実効性のある

ものにとりまとめられていく予定です。

   

３  中部の千年遺産３０選に熊野古道伊勢路が選ばれる
  前号で読売新聞社の「遊歩百選」に「熊野古道」が選ばれたことをお知らせしましたが、今度は「中部の千
年遺産３０選」に選ばれました。千年遺産は世界遺産の中部版と位置付け、千年後の未来に伝えたい中部地方

の自然遺産・文化遺産として公募し、中日新聞社が選定しました。

  今回の公募総数は２８８件。その中から、三重県では熊野古道のほかに、「丸山千枚田」「真珠の養殖・加工
技術」が選ばれました。

   

４  熊野古道世界遺産登録推進ウォーク第２弾終了
  ９月１４日（土）ツヅラト峠ウォークから始まった世界遺産
登録推進ウォークの第２弾が１２月１日（日）の始神峠ウォー

クで終了しました。今回はほとんどのウォークを定員制にした

ため参加者数は５回で５１８人とそれほど多くはありませんで

したが、申し込み開始からあっという間に埋まりました。今回

のウォークのテーマは「古道と自然を体験しよう！」でした。

自然観察や薬草観察・楯ヶ崎遊覧など、古道と合わせてこの地

域の自然にふれていただいたと思います。次回は３月の「猪ノ鼻

水平道」を皮切りに第３弾を行います。ぜひ参加してみません

か？

（１０月５日曽根次郎坂・太郎坂にて）



５ 世界遺産登録推進三県リレーフォーラムを開催
  「紀伊山地の霊場と参詣道」世界遺産登録推進三県リレーフォーラムが１０月１３日紀伊長島町で開催されまし

た。世界遺産の意義、景観保全の大切さを訴えるを共通テーマに三県をリレーするフォーラムです。ユネスコの世

界遺産候補として、国の暫定リストに２００１年４月６日に記載されて１年半が経ちました。２００４年６月の正

式登録に向けた作業が三県で進められています。

  最初に、史上最年少で７大陸の最高峰を制覇し、エベレストや富士山

の清掃登山で知られるアルピニストの野口健さんが「世界遺産の自然環

境を守る」と題した基調講演がありました。

  １９９７年にはじめて国際隊の一員としてチョモランマに挑戦した際、

日本登山隊のごみが沢山捨てられているのに驚いた。

  その時、外国人に日本隊のマナーの悪さを指摘された。さらにヨーロ

ッパでは「ヒマラヤをＭｔ富士のようにするな。」という言葉があるほど。

富士山の環境破壊は著しい。７大陸最高峰の挑戦を無事終えたら、チョ

モランマの清掃活動を是非始めようと心に決めたそうです。

  チョモランマや富士山を人間はゴミで汚してしまっている。ゴミにまみれている大切な聖域を何とかしてみたい

とアピールすることで、身の回りのごみや環境について考えようと訴えてきてみえます。

  講演に続いて、「地域の宝物・世界遺産の保護と豊かな

活用のあり方について」をテーマにパネルディスカッショ

ンがありました。

  現在世界遺産リストに登録された遺産は１２５カ国７３０

件あり、世界遺産とは、現代を生きる世界のすべての人々が

共有し、未来の世代に引き継いでいくべき人類共通の宝物の

ことです。

  そこには、国境という概念はありません。自国の文化と歴

史を愛することは、他国の文化と歴史を理解し、尊重するこ

とへとつながっており、熊野古道を世界遺産にすることで平

和の砦を心の中に築くのですと訴えられました。

  知事からは、世界遺産リストに登録されることがゴールではなく、保護・保全のためのスタートラインと考える

ことが重要で、地域の皆さんと力をあわせて世界にメッセージを発信できる地域にしていきたいと話がありました。

  おそどさんからは、当初障害を持った方の旅行先は、「行ける場所」を選んでいましたが、最近は「行きたい場所」

へ行けるような旅行企画をたてています。工夫次第で熊野古道のようなバリアフルなところであっても旅は可能で

す。障害を持った方でも熊野古道へ行きたくなるようなところにしてほしいと提案されました。

  １９８０年代以前と１９９０年代とは人々の環境問題への

関心やその背景となる社会情勢が大きく異なっています。個

人の意識や認識も当然個人差があります。これからは環境問

題の解決が重要です。

  環境問題への取り組みは、お金、時間、エネルギー、そし

て負担をも必要とします。しかしそれらを飛び越えて行動と

発想に責任を持たなければ環境問題は解決しません。熊野古

道の世界遺産登録を契機として自然と人との共存をテーマに

責任ある行動を心がけていこうと訴えられました。

  皆さんとともに世界遺産条約の意義や理念を正しく理解しながら、一人ひとりが熊野古道の保護・保全、その活

用にどう関わっていくべきか考えていきましょう！

コーディネーター

  内田  種臣さん（早稲田大学教授・熊野
                  文化研究所初代所長）

パネリスト

  おそど  まさこさん（トラベルデザイナー）

  野口  英雄さん（都留文化大学大学院教授）

  野口  健さん（アルピニスト）

  北川  正恭さん（三重県知事）
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６  初の英語ガイド研修開催される
  １１月１６日（土）に県観光連盟主催で熊野古道英語ガイド研修が尾鷲庁舎で開催されました。英語でのガ
イド研修は初めてで、県内各地から２４名の方々が、この地域からは紀伊長島町から２名・熊野市から１名が

参加し、講師の話を熱心に聞いてみえました。

  熊野古道が世界遺産に登録されるとたくさんの外国の方が訪れることが予想されます。英語以外にドイツ
語・フランス語・中国語などのガイドも必要になってきます。皆さんのお近くに外国語でガイドが出来るよう

な方が見えましたら、事務局までご一報くださるようお願いします。

７  盲導犬と世界遺産候補熊野古道を歩こう
  １０月５・６日に「盲導犬と世界遺産候補熊野古道を歩こう」が行われ、県
内から参加した視覚障害のある方９名が盲導犬５頭やボランティアの人ととも

に始神峠と馬越峠を楽しみました。今回の催しは補助犬の普及活動に取り組む

「こもれびセンター（多賀輝宏代表）」により企画されました。盲導犬など障害

のある方の自立を助ける補助犬について広く社会に受け入れてもらえるよう、

また障害のある方も古道散策を楽しんでいただこうとするものです。

  今回の主役である盲導犬は、舗装道路で車の往来、道路の段差、階段などを
主人に知らせることは慣れていますが、古道では大変そうでした。でもご主人と

同じように土、水、苔や木立など自然の感触を楽しんでいるようでした。

８  世界遺産ＨＰリニューアル
  紀北地域協議会のことも紹介した世界遺産への登録推進
に関するホームページがリニューアルしました。世界遺産

の登録までの流れ、世界遺産ってなに？の解説からこの地

域の動きまでいろいろな情報を載せていきます。

  こちらに載せられる資料・ニュースなどがあればお知らせ
ください。

  ＵＲＬは、http://www.pref.mie.jp/OKIKAKU/HP の「み
んなの力で熊野古道を世界遺産に！」のページで、世界遺産

登録についてをご覧ください

編集後記
  熊野古道世界遺産登録に向け実務的な作業が終盤を迎えています。平成１２年１２月に世界遺産暫定リスト

へという話に地域が驚いて以来２年が経過しようとしていますが、ついこの前のことのような気がしています。

順調に行けば平成１６年６月ということです。あと１年半しかないですね。

  最近、ツヅラト峠を守る会のイベントに行ってきました。その中でもやはり世界遺産登録は待遠しいと話さ

れていました。イベントに参加して、「世界遺産になったから、お客様がたくさんみえる」というだけではな

く、「地域の資産が世界の遺産となって。それをみんなで守って、いろんな人に見てもらえたらいいな。」と感

じました。

  

発行元  世界遺産登録推進紀北地域協議会事務局
〒５１９－３６９５
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